
再審法改正をもとめる国会請願署名

やってもいない犯罪で処罰される冤罪事件が、後を絶ちません。間違った裁判をやり直す再審制度があ

りますが、欠陥だらけで機能不全です。いま、きちんと無実の人が救済されるよう、国会議員連盟が法

案をつくり国会に提出しています。一方、法務省は法制審議会を立ち上げて、今よりも再審の要件を狭

めようとしています。議員連盟が提案した案で再審法改正を実現させるため、ご協力をお願いします。

再審法改正をめざす市民の会 https: //rain-saishin.org

署名用紙はホームページからダウンロードできます

議員連名が提出した法案４つのポイント

署名にご協力をお願いします

【要請署名】議員立法での再審法改正を求めます【要請署名】議員立法での再審法改正を求めます
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同じ裁判官は
登場しないで



冤罪犠牲者の立場に立った法改正を

国会請願署名にご協力ください

法制審の“逆流”を止めよう！

袴田事件判決直前におこなわれたイベント「今こそ変えよう！再審法～カウントダウン袴田判決～」は、
2,500 人の市民が集まった（2024年 9月 19日　東京・日比谷野音）

冤罪を生んだ側が、再審制度を論じる？
いま、誤った裁判から無実の人を救うための再審法
改正が正念場です。議員立法として提出された改正
案を、秋の臨時国会で成立させることが急務です。
ところが、法務省の「法制審議会」では、冤罪当事
者や市民の声がほとんど届かないまま、裁判官や検
察官など、冤罪を生んできた側だけで議論が進めら
れています。1つの論点に15分、1人の発言は2分
──現実を直視した議論にほど遠いのが実情です。

冤罪犠牲者の苦しみに、寄り添わぬ発言
これまでに再審で無罪となった事件から浮かび上
がった課題として、「検察の証拠隠し」や「再審決
定への検察の不服申し立ての禁止」があります。し
かし法制審の議論では、証拠開示については、再審
請求人が提出した証拠に関連するものに限って開示
を認める方向で議論がされており、むしろ証拠開示
を狭める内容です。
この範囲で絞られれば、福井女子中学生殺人事件の
ように、大量の未開示証拠の中から検察の有罪立証
と矛盾する捜査報告書が見つかるようなことが不可
能になります。さらに検察の不服申立については、
「誤った再審開始決定を是正する必要がある」とい
う意見が飛び出しています。冤罪犠牲者の理不尽な
苦しみに一歩でも寄り添えば、そんな発想にはなら
ないはずです。

世論の力で、国会議員連盟の改正案成立を
袴田事件や福井女子中学生事件のように、何十年も
かけて無実を勝ち取った人たちの苦しみを、再びく
り返してはなりません。法制審の議論が、このまま
法律に反映されてしまえば、再審制度を良くするど
ころか、逆に閉ざしてしまう危険があります。今、
その“分かれ道”に立っています。国会議員連盟が
提案している再審法改正案を国会で成立させるため
に、世論の力が必要です。署名にご協力ください。

袴田秀子さん

弟の袴田巖は、無実の罪で 47年 7か月もの間、
死刑囚として拘置され、精神を病みました。無罪
放免となるまで 58年闘ってまいりました。この
間、国は何をしていたのでしょうか。
死刑確定から証拠開示まで 30年、再審開始決定
後も検察官の抗告で真の自由ま
でさらに 10年を要したこと
は、人の命に関わる問題とし
て許されません。再審法に不
備があることは間違いありま
せん。早急に改正をお願い申
し上げます。巖が長く苦労し
たことを、せめて法律の改正
で役立ててくださるならば、
私たちにとって、こんな幸せ
はございません。

弟・袴田巖さんを支えた

法制審刑事法 (再審 ) 部会で述べた意見を要約（2025 年 5月 30日）

再審法改正(刑事訴訟法の一部改正案)を速やかに審議・可決することを求める請願書 

衆議院議長 

参議院議長 

私は、以下に署名することで、私たちが直接選挙で選んだ全国民の代表者である議員の皆さん

に、次のことを強く請願するものです。

【請願事項】 

（１）議員立法として国会に提出されている「再審法改正法案」を、優先的に審議し、すみや

かに可決成立させること
先の第２１７回通常国会で、野党６党の議員により「再審法改正法案」（刑事訴訟法の一部改

正案）（以下、再審法案と略す）が提出されています。 

この法案は、無実の人が処罰されている、法治国家として絶対に放置できない不正義をただす

ものであり、人権救済のため緊急を要する法案です。最優先で審議し、可決してください。

（２）冤罪者の人権を救済するための法であるという骨子を守ること 

再審法案には４つの骨子があります。

(1)請求審の対象事件に何らかの関与をした裁判官の排斥ないし忌避の権利 

(2)再審請求の期日指定など手続規定の整備 

(3)検察官保管証拠の請求または職権による開示命令 

(4)再審開始決定に対する検察官の不服申立ての禁止 

すべて数十年にわたり冤罪の苦しみを味わった犠牲者の、血の滲む経験から生み出された教訓

の法案化ですから、趣旨を骨抜きにしないよう審議してください。

【請願趣旨】 
再審法案は、袴田事件や福井女子中学生事件など 40 年から 50 年以上もかかって、やっと無実

を明らかにできた事件の教訓から生み出された法案です。 

超党派の再審法議連が昨年３月に結成され、法案作りに腐心してきました。その成果が再審法

案です。

ところが、法務省が突然、法制審（刑事法部会）を招請し、再審に関する審議を始めました。

せっかく動き出した再審制度見直しの流れの前に、突如あらわれた逆走車のような存在です。法

改正を議論の主導権を握り、法務省＝検察庁にとって都合のいいものにしようとの企図は明らか

です。このような妨害に惑わされずに、国権の最高機関、唯一の立法機関としての矜恃をもって、

再審法案の審議を粛々と進めていただきたいと願います。 
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再審法改正をめざす市民の会
〒113-0034 東京都文京区湯島 2-4-4 平和と労働センター5 階 

日本国民救援会中央本部気付 TEL＆FAX 03-4500-1414 

https://www.rain-saishin.org/ 
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